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学習や自己の課題に積極的に取り組める生徒を目指して 
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全教科共通 

 アドバイス 

宿

題 

宿題は、各教科の先生が、「これは必要だ、皆にやってもらって力をつけて欲しい」

と考えて出しているものです。家に帰ったら、まず最初に宿題をやりましょう。宿題

にきちんと取り組むと、教科の力が身につきます。 

予

習 

教科書を一通り読むだけでも、次にどんな勉強をするのか分かります。たとえ内容

が分からなくても、次の授業の見通しを持つことが出来ます。また、予習しても分か

らないところに注意をして授業を受けると、大事なことを確実に学ぶことができま

す。 

授

業 

授業では、「できないこと」を「できる」ようにします。予習をして疑問がわいた

ところに特に注意を集中し、授業のポイントだと思うところを授業ノートにメモして

おきましょう。後になったら思い出せないので、その場ですぐにメモするのがコツで

す。 

復

習 

 復習は、授業で行ったことの定着を図るために行います。復習をしておくことで、

次の授業の内容も理解しやすくなります。また、その日にやるだけでなく、少し時間

を空けて勉強し、内容を覚えているか確認しましょう。 

テ

ス

ト 

テストは、「自分の力を調べるためのもの」また「自分がどれぐらい理解できてい

るかを確認するためのもの」です。また、テストに向けて、目標や計画を立てて、実

行してみて、その計画を見直すことも大切です。 

テストが返ってきたら、見直して、次に生かしましょう。正解を赤で書き写すだけ

でなく、「間違えた理由」や「次に間違えないために気をつけること」をノートに書

き出して、同じような問題を考えるときの参考にして下さい。 

上手な勉強方法 

① 
手や口を動かして繰り返し書いたり読んだりするだけでなく、頭を働かせる。丸暗記

よりも意味を考える方が覚えやすい。 

② 分かりづらい内容は、図や表や絵などに整理してまとめると、スッキリする。 

③ 
自分の言葉で大事なポイントをまとめる。そうすると丸暗記よりも記憶に残りやす

い。 

④ 
自分の言葉で友達に説明する。うまく説明できなければ、ちゃんと分かっていないと

いうこと。そこが復習のポイントだ。 

⑤ 
うまくいったときや間違ってしまったときは、なぜうまくいったのか、なぜ間違えて

しまったのか理由を考える。そうすると、次に生かせる「知恵」になる。 

⑥ 自分の目標や計画を立て、実行し、途中で見直す。 

⑦ 

授業を振り返ったり、ワークを解いたりして分からないことがあった時は、教科書を

開いてみる。教科書を使って、分からないことに関係することが載っているか探して

みることが、よく理解するために役に立つ。 
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国語 

 内容 アドバイス 

予

習 

①文学的文章や詩や短歌・俳

句では、一度読んだ感想を

メモする。 

自分のペースで読めばよいので、ゆっくり読んで、素直な感想を

もつようにしよう。そうすれば、感性が磨かれます。 

②説明的文章では、一度読ん

で語句の意味を調べる。 

「言葉ノート」を一冊用意して、書き込むようにしよう。1つの意

味だけではなくいくつかの意味と用法を丁寧に調べて書くと語彙

の力が広がります。 

③古文・漢文では、声に出し

て読む。読みがわからない

語句に線を引く。 

声に出して読むことで、古文や漢文のリズムをつかむことができ

ます。 

授

業 

①○授業に集中する。 

（50分間が授業です。） 

  ○目的意識を持って学習

する。  

今どんな学習をすればよいのかを意識しながら、授業に取り組も

う。わからなければ、積極的に質問しよう。わからないのは、決し

て恥ずかしいことではありません。わからないことをそのままにし

ておくことが、恥ずかしいことなのです。 

②声に出して読むときは大

きな声ではっきりと読む。 

 

読みがわからないときは、周りの友達や先生に遠慮なく聞こう。

友達に聞かれたら、丁寧に教えてあげよう。そうすれば、お互いの

学力アップにつながります。 

③〇よく考え、よく発表す

る。 

〇友達、先生の話をよく聞

く。 

勇気を出して挙手することは大切です。間違うことを恐れないで

積極的に発言しよう。発言するときは、できるだけ聞いている人に

伝わるような言葉を遣おう。 

友達の意見や先生の説明を深く聞くことで国語力が高まります。 

☆ノートは後で見直して分かるように工夫しながら丁寧に書こう。 

復

習 

①その日のノートを見直し

て、時間があれば、一度書

き直してみる。 

授業を思い返してみるのがコツ。先生が何を言ったか？ 

友達がどんな発言をしたか？など・・・。（楽しかったことも思い

出すとより一層理解が深まるよ） 

②ワークの問題を解いてみ

る。 

模範解答があれば、答え合わせをして、できたところとできなか

った（間違えてしまった）ところをしっかりと分けておくことが非

常に大切です！ 

テ

ス

ト 

①定期テスト前は教科書・ノ

ート・ワーク・単元テスト

で総復習をする。 

テスト範囲の文章を必ず音読する。その時に、読めない漢字や分

からない語句を復習しよう。 

教科書やノートを見直しながら、ワークをもう一度解いてみよ

う。間違えてしまった問題は、印をつけておいて、直前にやり直す

ことで効果はアップします。 

単元テストをもう一度解いてみてできるところとできないとこ

ろを分けよう。そして、解説を読んで理解を深めよう。 

②定期テスト後は、テスト直

しをする。 

 

間違えた漢字を書きだして、自主学習ノートに練習しよう。 

古文・漢文や文法では、「どこがわからないのか」をはっきりさせ、

後で、自主学習ノートで質問しよう。きっと次は、向上します！ 
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自主勉強ノートの取り組み方 
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数学 

 内容 アドバイス 

予

習 

①次の日の授業で行う

範囲の教科書を読

む。 

教科書の本文と図表を読んで、どんな勉強をするのか見通しを持

ちましょう。教科書で太い文字で書かれているものは大事な用語や

公式です。図や表と結びつけて意味を確認しましょう。 

②教科書を読み、分か

らない点や疑問点に

印をする。 

予習で重要なことは、「疑問点を見つけること」です。その疑問点

を授業で解消しましょう。「？」マークをつけておくだけでもよいの

ですが、授業ノートに質問の形でメモしておくと、効果アップです。 

③教科書の例題を解

く。 

自分で手を動かして解いてから授業に臨みましょう。「どこまで考

えられたのか」「どこからが分からないのか」まで記しておくと、効

果アップです。 

授

業 

①途中の計算や考え方

を理解する。 

 

数学は答えが合っているだけでなく、途中でどのような考え方を

したのかが大事です。解き方・考え方の大事なポイントをメモしま

しょう。間違えたときは、「なぜ間違えたのか」「間違えないために

は」について書いておくと良いでしょう。 

②予習で分からなかっ

た点を中心に集中し

て聞く。 

予習で教科書を読んだり例題を解いたりしたら、そこで解けなか

ったところ、自信がないところは特に集中して取り組みましょう。 

③授業でわからなかっ

た内容はすぐに質問

する。 

授業で分からなかったところや自信のないところは、遠慮なく先

生や友達に質問して、その日のうちに解決しましょう。 

復

習 

①今日の授業のノート

を読み返す。 

 

授業があったその日のうちに、ノートを読み返して授業内容を振

り返りましょう。「ここはこの公式を使ってこう解くのだな」と、心

の中でつぶやきながら説明してみると効果アップです。 

②今日の授業で勉強し

た問題を解き直す。 

 

今日の授業で勉強した【たしかめ】【問】などをやってみましょう。

教科書や授業ノートを見ないで自主勉強ノートにやりましょう。解

けない問題は教科書や授業ノートで確かめて、解けるまで繰り返し

やることで効果アップです。 

③ワークで今日の授業

の範囲をやる。 

 

授業で習った内容について、学校で配布されているワークをやっ

てみましょう。解いたら、必ず答え合わせをしましょう。間違えて

しまった問題は、解説をよく読み、「なぜ間違えたのか」「間違えな

いためには」を書いておくと効果アップです。 

テ

ス

ト 

①定期テスト前は教科

書・ノート・ワーク

で総復習をする。 

 

今まで習った内容は、全て教科書やノートに書いてあります。教

科書やノートを見直しながら、ワークを活用して問題を解けるよう

になりましょう。間違えてしまった問題は、印をつけておいて、間

違え直しノートにやり直すことで効果アップです。 

②定期テスト後は、テ

スト直しをする。 

 

間違えた問題をもう一度、間違え直しノートにやりましょう。「な

ぜ間違えたのか」「間違えないためにはどうするのか」をメモしてお

くことで、あなただけの参考書ができます。 
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①授業で扱った問題やワークで間違えてしま

った問題を、間違えないためのポイントを意

識して、テストしてみよう。 

②用語が分からなかったら、教科書を使って調

べて「意味」と「具体例」を書いて覚えよう。 

自主勉強ノートの使い方 
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社会 

 内容 アドバイス 

予

習 

基本的に必要なし。そ

の分復習に力を入れま

しょう。 

余裕がある人は重要語句（教科書で太字の用語）を事前に調べて授

業に臨むと、より理解が深まると思います。 

授

業 

①先生の説明をよく聞

く。板書以外にも、必

要な部分はメモをと

っておく。 

ノートを取ることに夢中になるのではなく、説明を集中して聞き、

理解することが大切です。特に「因果関係」（例：なぜ○○がさか

んなのか、なぜ○○が起こったのか等）が重要です。聞き漏らさず、

板書がなくてもメモをとるようにしましょう。 

②わからないところに

は、教科書やノートに

チェックをし、あとで

調べられるようにす

る。 

授業の中で、扱える範囲は限られています。自分で疑問に思ったこ

とやもっと知りたいと思ったことは、チェックしておき、本やイン

ターネット等で調べて理解を深めましょう。 

③教科書の資料と本文

を結びつけて理解す

る。 

教科書には、グラフ、写真、絵など様々な資料があります。それは

本文の何のことを表しているのか、結びつけて考えみましょう。 

（わからなければ先生に聞きましょう） 

復

習 

①教科書を音読してノ

ートを見返し、ワーク

を解く。 

授業があった日は、教科書を音読して読み返しましょう。これをや

るだけでも理解が深まります。ノートも見返し、ワークの問題をこ

まめに解いておきましょう。 

②理解が浅いところは、

自主勉ノートにまと

めてみる。 

苦手な分野や理解が浅いところのみ、自主勉ノートにまとめてみる

ことをおすすめします。 

③身近なものを使い、楽

しみながら学ぶ。 

社会に苦手意識をもっている人に特におすすめです。図書室にある

歴史のマンガ（日本の歴史シリーズなど）、海外や日本各地を取材して

いる番組、池上彰さんの番組、インターネットの動画なども授業内

容を理解する助けになります。なんとなく見るだけでなく、授業で

出てきたものを見つけるつもりで見て理解を深めましょう。 

テ

ス

ト 

①定期テスト前は教科

書・ノート・ワークで

総復習をする。 

 

教科書（眺めるのでなく音読する）やノートを見直した後、ワーク

を解いて力試しをしましょう。ワークは 1回でなく、別のノートを

用意してくり返し解くことが重要です。苦手な問題だけでもいいの

で、テスト前に 2，3回はやりましょう。 

②定期テスト後は、テス

ト直しをする。 

間違えた問題＝自分の理解が不十分だと教えてくれるものです。 

教科書やノートを見直して、正しい知識を身に付けましょう。また、

間違えた問題に関わる内容をノートにまとめてみましょう。 
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自主勉強ノートの取り組み方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ワークの問題を繰り返し解く。 

 

②理解が浅い単元などは、授業でとったノート・教科書を元に、内容をまとめてみましょう。 

 長い文章より、吹き出し・イラスト・矢印などを使って見やすく簡潔にまとめるのがオススメです。 

 

                              ←地理は、略地図を描いて情報を

書きこむと位置関係も理解でき 

吹き出しは、ポイント                     るので○。 

を書くのに便利。→ 

         

                                      

←対立関係や 

因果関係は、 

左右に分けて書き 

矢印を使って表す 

と○。 ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                 ←歴史では、戦争や大きな

出来事をまとめる時に、 

                                  それが起こった 

                                【背景】それまでの時代背景 

                                【原因】直接の原因・理由 

                                【結果】出来事の結末 

                                【影響】その後の変化 

                                  について簡単にまとめる 

                                  と理解が深まります。 

  

                                 ※難しい場合は、【原因】 

                                  【結果】のみ簡単にまと               

                                  めてみましょう。 
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理科 

 内容 アドバイス 

予

習 

①次の授業でやる内容

の教科書を読み、見通

しを持つ。 

教科書を読んで、次の授業でどのような観察・実験をす

るのか見通しを立てる。教科書に出てきた重要語句(太字

で書かれている用語)などをチェックしておく。 

また、観察・実験の方法をよく読み、どのような実験を

するか確認しておく。 ②観察・実験の方法や準

備を確認する。 

授

業 

①予習で行った授業の 

見通しの確認 

理科は授業がとても大切です。まずは、先生の言ってい

ることをしっかり聞き、課題に取り組みましょう。 

理科の授業の中の観察・実験は基本的に、「予想」→「方

法・準備の確認」→実験→結果→考察→まとめの手順で進

みます。項目ごとに、自分の考えやクラスメイトとの意見

交換、重要なことや気づいたこと・わかったことを理科ノ

ートに残しておくことを意識するとよい。教科書などで確

認しておく。 

②自分の考えやクラス

メイトの考えや意見

を大切にする。 

③理科ノート(授業用ノ

ート)を充実させる。 

復

習 

①授業のふり返りをす 

 る。 

理想的なのは、授業があったその日のうちに復習をする

ことです。復習内容は、授業で行った教科書の内容をよく

読み、次に授業用ノート（板書）の見直しをして授業で行

った内容をふり返りましょう。 

次に、授業内容に対応する部分のワークで演習をしまし

ょう。解答はワークの別冊のノートに行いましょう。 

②授業で習った内容を 

演習する。 

テ

ス

ト 

①ワーク本体をきちん

と解く。 

定期テストの対策は、ワークを本体に行い、できなかっ

た問題、わからなかった問題は印をつけ、必ずやり直しを

しましょう。また、時間を測ってワークを解くだけでもテ

スト対策になります。ただし、丸付けや解説を読んでいる

ときは時間をかけ理解を深めましょう。 

また、授業用ノートや教科書の見直しもしましょう。 

②教科書、授業用ノート 

の見直し。 
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ワークの取り組み方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主勉強ノートの取り組み方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 授業後に行う。 

・授業のまとめ時に、授業内容に関するワークを別冊のノートに行い、丸付けを行う。 

 できなかった問題・わからなかった問題に関しては、ワーク本体の問題にチェックを入 

れ、解説をよく読み、やり直しをする。 

 

〇 定期テスト前に行う。 

・テスト範囲のワークをワーク本体に行う。解くときに、時間を意識して解く。 

（見開き１ページを 10 分程度で解く。） 

・できなかった問題は問題にチェックを入れ、解説をよく読み解き直しを必ず行う。 

 

・授業のポイントを理科ノートを見ながら自主勉ノートにまとめる。 

・ワークや理科ノートにある問題を繰り返し解き、解答を自主勉ノートに 

記入する。 

・重要図やグラフなどを自主勉ノートにまとめる。 

・ワークでできなかった問題（印がついている問題）を自主勉ノートに 

解き直す。 

・テスト対策の問題演習は、とにかく時間を意識して解く。 
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英語 

 内容 アドバイス 

予

習 

①次の授業で行う範囲

の教科書を読む。 

 

教科書の本文や新出単語、新しい文法をチェックする。本文は実

際に読んでみて、どのくらい理解できるか知ることが大切です。 

②ノートに本文や新出

単語を書き、日本語に

訳す。 

予習で大切なことは、「疑問点を見つけること」です。その疑問点

を授業で解消しましょう。本文は分かるところは訳し、訳せるとこ

ろと訳せないところをチェックして授業に臨むことが大切です。 

③できればどんどん先

まで予習する。 

教科書の単元ごとに先に先に文法や本文をチェックしていくこと

も大切です。今後学ぶことを知ることで、今学んでいる内容がはっ

きりすることもあります。 

授

業 

①新しい単語の意味や

文法の仕組みを理解

する。 

英語を正しい場面で自由自在に使えるようにするには、意味や文

法の仕組みを理解する必要があります。先生の解説をよく聞き、ノ

ートにまとめましょう。ノートをしっかり書くとテストに活きます。

習った内容に沿って自分で例文を作ってみるとさらに良いです。 

②新しい単語・表現を積

極的に発音したり、先

生の真似をして使っ

たりする。 

英語は言葉の勉強なので、声に出したり、書いたりして相手に伝

える必要があります。習った文法を使ったり、授業で先生が使う英

語を真似しながらたくさん話したり、書いたりする練習をしましょ

う。間違いを恐れず積極的に参加する姿勢が大切です。 

③授業でわからなかっ

た内容はすぐに質問

する。 

わからないことは先生や友達に遠慮なく聞きましょう。活動して

いて「これって英語でなんて言うのかな」と思ったものを調べたり、

人に聞いたりしておくと知識の幅が広がります。 

復

習 

①今日の授業の内容を

その日のうちに読み

返す。 

授業で理解できたことも時間がたてばたつほど忘れていきます。

その日のうちに教科書やノートを読み返すことが大切です。特に本

文は５回以上音読しましょう。 

②文法など疑問点が出

てきたら、その日のう

ちに解消する。 

振り返りながらわからないところが出てきたら、その日のうちに

解消する。自分で解消できなければ翌日先生に聞く。英単語は毎回

新しい語が出てくるので、1 語につき１０回以上練習して書けるよ

うにしておくことが大切です。 

③ワークで今日の授業

の範囲をやる。 

授業で習った内容について、学校で配布されているワークをやっ

てみましょう。解いたら、必ず答え合わせをしましょう。間違えて

しまったところは解説をよく読みその場で解消しましょう。 

テ

ス

ト 

①単元・定期テスト前は

教科書、ノート、ワー

クで総復習する。 

習った内容は全て教科書やノートに書いてあります。教科書やノ

ートを見直した後、ワークを解いて力試しをしましょう。ワークは

1 回でなく、別のノートを用意してくり返し解くことが重要です。

苦手な問題だけでもいいので、テスト前に 2，3 回はやりましょう。 

②テスト直しをする テスト直し用のノートを作ることをお勧めします。その際、間違

えた単語などをただひたすら書いても効果は薄いです。「なぜその間

違いをしたのか」をしっかり分析することが大切です。 
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自主勉強ノートの取り組み方 

Step 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単語練習】単語 意味 練習 が見やすい！ 

【表現のまとめ】学習した表現を自分で整理！ 

【練習】学習した表現で英文づくり！ 

【ポイント】注意する所を目立たせる！ 

日付を英語で書くと自然に練習になるね！ 

単語練習⇒自作の単語テスト⇒覚えてない単語、新しい単語を練習⇒単語テスト

の繰り返しで身についていくね！ 

間違いや書けなかった単語は、色ペンで直して目立たせる！ 
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音楽 

 内容 アドバイス 

予

習 

鑑賞では曲の内容や

作曲者の情報を調べて

みる。 

 

作曲者の情報がわかっていると、曲を聴いたときに理解する速さ

が違うと思います。 

 

授

業 

まずは、元気に参加し

ましょう。 

みんなと一緒に活動することが一番楽しいです。 

先生の話を聞いて、自

分の目標を持ちましょ

う。 

ボーっと参加せずに、自分の目標を持って取り組むと理解するこ

とが増えます 

復

習 

次の時間にやるべき

ことは何か？と考えて

おきましょう。 

次の授業に向かう意欲が高まります 

テ

ス

ト 

音楽の必要な知識を

問います。 

歌や、指揮、など実技

のテストも行います。 

音楽では絶対必要な記号があります。それを 3年間かけてしっか

りと覚えて行けるようにしましょう。 

自分の力を発揮できるようにしましょう。 

曲に対する自分なり

の意見を記述します。 

知識だけではなく、作品に対する自分の考えや思いを持つこと

が、音楽をもっと好きになることにつながります。 
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美術 

 内容 アドバイス 

予

習 

①教科書、資料集を読

み、作品例を調べてみ

る。 

教科書や資料集を読んで、どんな作品を作っていくのか見通しを持

ちましょう。また、自分の作ってみたい作品例を調べることでイメ

ージを膨らますのもいいですね。 

②アイデアに関する資

料を集める。 
描いたことのないものを何も見ずに描くことはとても大変なこと

です。イメージを作品に反映するためにも資料集めは欠かせませ

ん。ぜひアイデアに生かせる資料集めをしましょう。 

③四季を感じたり、色々

なことを経験したり

する。 

色々な経験を積むことで今までにないアイデアを生み出したり、作

品より深く鑑賞したりすることができます。また、季節のものを感

じることでより感性を働かせることができます。 

授

業 

①（知識）新しく出てき

た技や用語をしっか

りおさえる。 

まずはしっかり話を聞き、説明通りに作業を進めてみましょう。思

い込まず、まずはやってみよう。また、言葉もしっかり覚えよう。 

②（技能）やり方や描き

方がわからない時は

すぐに質問する。 

上達のコツは繰り返し練習することとわからないことをそのまま

にしないことです。失敗して上手になっていくので練習してわから

ないことはどんどん質問してください。 

③（鑑賞）作品に対する

自分の見方や感じ方

を説明できる鑑賞に

する。 

作品を見て感じたことや自分なりの見方を根拠をもとに説明でき

る鑑賞をしましょう。“なぜそう思ったのか？”“どうしてそう感じ

たのか？”と理由を常に相手に話をしているように鑑賞していきま

しょう。 

復

習 

①（発想）家でもアイデ

アを考えてみる。ま

た、質問したいことを

考えておく。 

日常にヒントが隠れていることもあります。家でも考えてみること

でいつもとは違うアイデアが出てくるかもしれません。また、アイ

デアが完成すると６割は完成したようなものです。 

②（知識）用語をしっか

りとおさらいして覚

える。 

用語を覚えないのは人の名前を覚えないのと同じ。授業中に何を指

示しているのかわからなくなることもあるのでしっかりと覚えよ

う。 

③（鑑賞）授業で鑑賞し

た作品の関連作品を

調べてみたり、美術館

に行って作品を実際

に見たりする。 

関連作品を見ることで作品や作者についての知識を定着させまし

ょう。また、美術館に行って本物の作品に触れることで感性を磨く

こともお勧めします。美術鑑賞レポートなど書くこともおすすめで

す。 

テ

ス

ト 

①教科書、資料集、プリ

ントを復習しよう。ま

た、技能テストの練習

をする。 

大切なことは授業中に話したことです。授業中に話したことをプリ

ントにメモしたり教科書、資料集にマークをしたりしてもいいです

ね。テスト前にもう一度復習しましょう。 

②テストの復習をする。 １～３年まで習ったことの積み重ねで作品を制作しています。教科

書の内容の繰り返しですから、テストも同じ内容がでることもあり

ます。必ず復習しておきましょう。 
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保健体育 

 内容 アドバイス 

予

習 

○新しい単元に入る前

に、その競技について

調べる 

○興味を持って授業に移れるように、その競技について、

動画を見たり、ルールを調べたりしてみよう。 

 

授

業 

○前時の内容を思い出

し、新しく技術やルー

ルを覚える 

○授業中に言われたポイントを意識して活動に取り組ん

でみましょう。そして、すぐにうまくできなくてもいい

ので、授業の中でたくさんいろいろな方法を試して練習

してみよう。 

○自分の動きを客観的

に見てみる 

○ポイントを意識できているかは、なかなか自分では気づ

きにくいです。タブレットなどで動画をとり、自分の動

きを振り返ってみよう。 

 
○友達の動きを観察し、

真似てみる 

○上手な友達の動きを見て真似してみることも大切です。

お互いに動きを見合って、アドバイスをし合ってみまし

ょう。 

復

習 

○学習カードで本時に

ついて振り返る 

○本時のめあてを確認し、そのめあてを達成できたか、授

業の中でつかんだポイントを忘れずに記入しておき、次

回に生かしてみよう。 

○疑問やうまくできな

かった部分について

次回に生かせるよう

にする 

○次回うまくできなかった部分を意識しながら、活動でき

るように、自分の課題を確認しておこう。またその動き

を習得するために何が必要になるのか考えて次回の授

業に臨もう。 

テ

ス

ト 

○ルールや特性につい

て確認する 

○テスト前に配布される、授業対策プリントを活用し、ル

ールの確認やラインの名前など確認してテストに臨み

ましょう。細かいルールについては、体育実技を活用し

てみましょう。 

○スキルテストに向け、

細かいポイントを確

認する 

○期末テストだけではなく、技術面を確認するスキルテス

トも行います。授業中で学んだポイントを復習して忘れ

ないようにしておきましょう。 
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技術 

 内容 アドバイス 

予

習 

① 授業の「まとめ」～「ふ

りかえり」で次時のこ

とを話すので、調べる。 

〇先生からの「問い」について考えたり調べたりしてみよう。 

授

業 

① 予習の結果について、

確認する。 

〇授業の学びを通して、その真偽や結果について確かめよう。ま

た、友達の意見や考えを聞くことで、自分の考えや意見の変化

や深まりについて気づき、学習カードに書こう。 

復

習 

① 技術ノートを自分なり

にまとめる。 

〇技術ノートで、本時の内容を確認し、ノートや頭の中に整理す

るとともに、疑問がある場合はメモしておこう。 

テ

ス

ト 

① 技術ノートでこれまで

の学習を振り返ろう 
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家庭科 

 内容 アドバイス 

予

習 

①家庭での調べ学習の

課題が出たら取り組

む 

・生活での疑問や課題を見つけよう。 

 例「食品にあるマークや表示の意味は何だろう。」 

  「お気に入りの服の正しい手入れ方法を知らないな。」 

  「隣の部屋の音が気になる。何か対策できないかな。」 

授

業 

①自分や友達が考えた

工夫はとにかく共有

する 

・先生がペアやグループで考えを交流する時間を設けたら、 

 考えを共有しよう。自分が考えた工夫は友達にとってもプラス 

となり、友達が考えた工夫が自分にとってもプラスになるかも 

しれません。 

②失敗を恐れずに取り

組む 

・失敗から学ぶことや気付くことは大切な経験となります。 

 自分なりに考えて取り組んでみて、つまずいてしまったら、 

友達や先生と考えを交流してみよう。 

③自分の生活を振り返

る 

・生活を振り返り、課題を見つけ、改善方法を考えよう。 

復

習 

①授業で学んだ視点を

もって家庭を観察す

る 

・生活での課題を見つけ、改善方法に取り組んでみよう。 

 例「食品包装にある表示を見て、ごみを分別しよう。」 

  「この服を手入れには、中性洗剤を使おう。」 

  「ベッドの位置を壁際から窓側へ動かそう。」 

②家庭を観察して、新た

な疑問や課題を見つ

けたら、次回の授業な

どに繋げる 

・家庭で見つけた新たな疑問や課題は大切にしよう。 

 例「ごみの分別が大変だから、ごみの量を減らしたいな。」 

  「あれ、この服は乾燥機にかけていいのかな。」 

  「ベッドを窓側にしたら、カーテンの汚れが気になるな。」 

テ

ス

ト 

①学んだ用語や自分で

考えた生活をよりよ

くするための工夫を

まとめる 

・授業で学んだ用語については、言葉の意味を自分で説明できる 

ようにしておこう。 

・生活をよりよくする工夫はポイントを確認するだけでなく、 

 自分が振り返りで考えたことも具体的にまとめよう。 

 

具体的ではないまとめ方 

 「買い物や調理時に出るごみを減らすようにする。」 

 

具体的なまとめ方 

 「包装の少ない食品を買ったり、調理時は野菜の皮まで 

  食べるようにしたりして、ごみを減らすようにする。」 

 

②学んだ技能を自分の

言葉で説明できるよ

うにする 

・授業で学んだ技能については、技術としてできるよう 

にしておくだけでなく、友達に教えるイメージで 

自分の言葉で説明できるようにしておこう。 

 


